平成２８年第５回定例会会議録要旨
◆開催日時　　平成２８年５月２７日（金）　　　　午後２時３０分開会　　　　
◆開催場所　　国富町農村環境改善センター　　　　Ｃ会議室　　　　　　　
◆出席委員　　木下正明　　豊田畩光　　小田佳代　　二上由美　　丸山隆一
◆欠席委員　　なし
◆出席職員（事務局）　井戸川行利　　瀬尾孝徳　　渡辺勝広　　馬乗園寛子　　　
◆議　　案　　なし
◆教育長報告要旨（５月１日～５月31日行事実績）

○５月７日（土）町スポーツ少年団結団式
段々子どもの数が減ったり、子どもの活動の幅が広がったりということもあり、年々団員数も減ってきている中で、今年は１８団、３００名くらいの団員が登録しています。指導者は、９０数名に登録していただいて、子どもたちの健全育成に頑張っていただいております。
○５月16日（月）学校給食の状況見学及び会食
学校給食共同調理場の所長をはじめ、調理員の方々にも学校へ行っていただき、子どもたちと
一緒に給食を食べながら、自分たちが作ったものをどんな風に食べているかを実際に見ることで、やりがいを新たにするという取組を行いました。
○５月17日（火）大野勝彦詩画展
会期はあさってまでですが、文化会館はじまって以来の入館者数となりそうです。　
24日には大野先生ご本人が来場されて、ミニ講演会を行っていただきました。当日は100名ほど来場者があったので３回に分けて行われました。
○５月19日（木）平成28年度県教育委員会重点支援校第１回ミーティング
　これは今までなかった取組で、県の教育委員会がこれまでの計画訪問が形式が重視されたこと
を反省し、これまでよりも内容を充実させたいということで、学校訪問のあり方を変えました。
この重点支援訪問は、教育事務所、学校政策課、教育研修センターの三者の指導主事がチームを
組んで、年間を通して重点的に学校を支援するものです。要望があれば年間何回でも同じ方々が
来てくれます。本年度は木脇小学校・木脇中学校が重点支援校となりましたが、この二校は家庭・
地域とも同じ人たちが関わるので、合同で行うこともあるでしょうし、とにかく学力向上をメイ
ンに重点的に支援していくこととなります。その第１回ミーティングがありました。
○５月２６日（木）県市町村教育委員会連合会理事会
◆その他
◇各課長が６月行事について説明する。
◇本庄高校魅力化推進事業説明会について
　本庄高校は、年々生徒数が減少しており、中学生が地元の本庄高校を受験しなくなっていると
いう現実がある。本庄高校の魅力を発信し、存続を訴える目的でこの事業を１月に立ち上げてい
るが、その立ち上げ当時の本庄高校の校長が綾町の教育長になられて、新しく佐伯校長が赴任し
て来られたので、町長・副町長・教育長に改めて説明をしていただき、町長は会長として支援し
ていくことを了承された。
◇学校支援訪問（計画訪問）について
　資料にあるとおり、本庄小学校が６月24日、本庄中学校が７月７日に決定している。また、
日にちは未定だが、10・11月頃に森永小学校と八代小学校を予定している。教育事務所からは
担当リーダーと指導主事、町からは教育長とスクールサポーターの鈴木先生が参加予定である。
委員さん方の出席について協議していただきたい。
　【協議の結果】本庄小学校：木下委員長、本庄中学校：小田委員
　　　　　　　　森永小学校：丸山委員、　八代小学校：二上委員
◇教育委員による、予算に向けての学校訪問について
　予算要求は毎年のことであり、去年行ったから今年は行かなくてもいい、というわけではない
が、毎年同じような要望が出てくるのも事実。施設のことに限らずに現場の先生方から意見を聞
く機会ということで、以前から話が出ている移動教育委員会というやり方もある。
　　　【今後検討する】
（閉会午後３時１５分）
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